2007年11月10日(土曜日)
第３回幹事会

東大大会後援申請
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インターハイ後援申請
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2007年度第１回総会

16時半～

於日光市総合会館

１議長の選出

相模女子大学の永田さんを選出

２未承認幹事の選出

広報部長　早稲田大学の木村裕策を選出

会計　津田塾大学の清水亜矢子さんを選出

会計監査　岩手大学の丸藤純さんを選出

関東学連幹事　慶應義塾大学の渡邉悠貴さん

３マナー問題について

→後ほど

４北東インカレの件

※資料を回覧

詳細に関しては、既にアップされた議事録を確認とのこと

５インカレミドルの枠数配分の再考

※資料を回覧

インカレの参加者減少により、エリート枠に余りが…

不公平感が生じる
→今後も幹事会、技術委員会で議論を継続

６会計報告

※資料を配布

(１)立候補

(２)負担減を目的として、部局に会計を設置

(３)中間報告

７諮問委員会の発足について

個別的なサポートを組織化した諮問委員会、その構成員は学連のＯＢＯＧ

今年６月の幹事会で正式に承認した

18奈良インカレ進展・状況報告

※資料配布(資料とは要項２で、各大学渉外に配布)

春インカレではドーピング検査は実施されるのか
→今のところ、話は出ていない

要項２は規約に則って作成されているか

→そのつもり

８インカレ実施規則へのドーピング関連項目の追加承認
※資料配布

次回春インカレにおけるドーピング検査に正当性を持たせるため、インカレ実施規則に盛り込みたい
この場で成立させたら、春インカレまでに講習会を開催する時間的猶予はあるのか

→今年９月に講習会を実施する予定だったが、人が集まらず中止

講習会を行うのであれば、インカレ時がよいのでは

→情報吸い上げのため、後ほどアンケート用紙を配布する

告知期間について

→確かに１月前では困る、行う場合はしっかりとした規則で実施する

風邪薬や栄養ドリンクでも陽性反応の可能性あり、身近な問題である

将来的には、インカレで検査が実施される可能性高い

承認１

見送り22

総数23

→承認見送り、各自持ち帰り、次回総会にて再度検討

９アンチドーピング講習会

以前、メーリングリストにてアンケートを配布

10事業部報告

→20部局報告にて

11平成19年度新歓状況及び政策

※資料配布

活動のサポートを行う

情報交換、各大学の活動をまとめる

12賛助会員勧誘計画について

※資料配布

賛助会員に対する関心が年々薄くなっている現状

出資者増やすため、宣伝や広報の強化を軸に学連活動の質の向上
同時に、地区学連をはじめ学生にも協力を求めたい

注意点としては、料金引き下げは来年度以降

13日本学連ＷＥＢについて
情報の行き来と活性化

14幹事会報告

６月と９月の２度行っている

日本学連の活動をホームページでチェック

15理事会報告

ＪＯＡから、既に日程の決定している大会には、大会を被せないように、とのこと

昨年、熊本県協会が解散

16技術委員会報告
シード枠の報告

第１回学連合宿

第２回学連合宿

ユニバーの要項に多少の変更あり

17テレインコントロールワーキンググループ報告
変更なし

18ＪＯＡとの連携

見送り

20部局報告

事務局

※資料配布

加盟登録終了
→11月末までに登録漏れの確認メール配信

競技者登録

→各自で登録

栃木県のテライン使用料

→請求されたら、学連事務局に報告

傷害保険について

事業部

インカレの手伝い
日本旅行の業務に関するアンケートの実施

→継続して調査、実行

普及部

配布資料を参照

インカレ観戦ガイドの作成に関しては、事業部と相談して決定

広報部

メールマガジンいぶきの発行

情報網の構築

21地区学連報告

22次会総会

春インカレの翌日

詳細は追ってメーリングリストにて通知

３マナー問題について

競技中のトラブルを防ぐためには、地元の方々との友好関係が必要不可欠

→一人ひとりが意識する

　注意喚起を呼びかける
23その他

普及部長から

新歓で使用したビラを提供して欲しい

以上
1

